
やη
瑞毒

紹

介

◎
中
世
に
於
け
る
水
蓮
の
登
蓬徳

　
田
　
叙
　
一
著

　
著
書
徳
田
君
は
昭
和
十
年
八
封
二
十
七
日
近
年
稀
に
見
る
學
才
を
抱
い

た
富
」
二
十
四
歳
の
若
さ
で
白
玉
櫻
中
の
客
と
な
ら
れ
た
事
書
で
あ
る
。

私
は
最
初
に
先
づ
其
の
死
を
痛
恨
し
つ
㌧
、
此
の
堂
々
た
る
論
著
が
、
か

か
る
若
人
の
筆
に
成
れ
る
も
の
な
る
事
を
且
つ
は
驚
き
、
且
つ
は
宴
び
、

且
つ
は
名
残
惜
し
い
事
に
思
ふ
Q
そ
し
て
そ
の
卒
業
民
話
を
（
出
版
す
る

た
め
に
必
要
な
程
度
の
改
補
を
加
へ
て
）
上
梓
さ
れ
た
の
が
翻
ち
木
書
で

あ
る
Q
本
書
出
版
に
至
る
ま
で
の
西
岡
虎
之
助
氏
の
骨
折
と
、
交
友
の
人

々
の
努
力
と
は
、
學
界
近
時
の
美
暴
と
し
て
、
私
は
心
か
ら
の
賛
鄙
を
呈

し
た
い
。
こ
れ
私
が
今
こ
x
に
太
・
書
の
内
容
を
吟
昧
阻
嬬
す
る
暇
も
な
い

に
拘
ら
ず
、
紹
介
の
筆
を
走
ら
せ
た
所
以
で
あ
る
。

　
本
書
は
序
論
、
本
論
、
結
論
の
三
部
か
ら
成
り
、
附
録
と
し
て
既
に
他

の
雑
誌
類
に
護
表
さ
れ
た
二
篇
を
添
へ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
論
は

　
第
｝
章
就
園
鯛
に
於
け
る
水
蓮
の
護
達
（
第
唱
飾
年
貢
物
の
轍
蓬
、
第

　
二
節
年
貢
物
の
商
品
化
）
、
第
二
章
商
業
の
護
展
に
俘
ふ
永
蓮
の
隆
盛

　
（
第
一
節
商
品
翰
逡
の
増
加
、
第
二
節
交
通
業
渚
の
獲
達
と
港
灘
の
獲

　
展
、
第
三
節
交
通
按
術
の
汗
管
と
海
商
甑
の
成
立
）
、
第
三
穂
水
　
運
の

第
二
十
一
…
療
｝
　
第
三
跡
酬
　
　
山
ハ
ニ
○

　
獲
達
に
劉
す
る
障
碍
（
第
一
節
爾
税
の
障
壁
、
海
賊
の
跳
梁
）
、
第
四
章

　
職
國
階
代
に
於
け
る
水
蓮
の
躍
遙
（
第
一
飾
職
囲
諸
侯
の
水
蓮
政
策
、
第

　
二
節
近
世
的
水
蓮
へ
の
移
行
）

か
ら
成
っ
て
履
る
が
、
其
の
論
旨
概
ね
一
一
で
あ
っ
て
可
な
り
綿
…
い
方
向

に
ま
で
研
究
の
鏡
鋒
が
向
け
ら
れ
て
慰
つ
糞
。
就
中
、
海
商
法
の
成
立
の

項
は
多
大
の
興
味
を
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
も
う
少
し
史
料
を
菟
め
た

な
ら
ば
の
感
が
潔
い
O

何
と
言
て
も
、
こ
れ
だ
け
の
論
文
を
二
＋
四
歳
で
営
め
た
鋭
才
に
驚
く
。

（
東
京
目
黒
、
章
華
砒
護
行
、
一
『
五
〇
）
（
中
村
）

⑨
吉
備
津
竃
神
三
下
料
　
文
書
篇

　
崇
瀞
天
皇
の
四
道
乱
軍
涙
遣
に
際
七
、
吉
備
…
國
に
吉
備
津
彦
が
評
せ
ら

れ
た
の
ほ
、
決
し
て
偶
然
的
の
意
昧
か
ら
で
は
な
く
、
吉
備
國
を
支
配
管

領
す
る
專
が
、
大
和
朝
廷
の
安
固
の
た
め
に
絶
濁
に
必
要
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
ら
5
Q
さ
れ
ば
そ
の
吉
備
津
彦
の
｝
面
一
蕪
が
山
陽
の
申
心
地
た
る

吉
備
地
方
に
蟻
讃
す
る
事
年
久
し
く
、
隠
然
、
　
　
王
國
の
槻
を
以
て
、
確

乎
た
る
勢
力
を
扶
植
し
た
も
の
で
あ
る
窺
も
白
明
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
其

の
一
族
は
、
常
に
吉
備
津
彦
を
奪
榊
と
す
る
吉
備
津
彦
紳
馳
を
以
て
、
其

の
一
族
凝
集
の
中
心
軸
と
し
た
。
從
っ
て
常
今
宮
幣
中
赴
吉
備
津
彦
騨
就

は
備
中
國
に
銀
飯
と
し
て
凄
き
祭
ら
れ
て
あ
り
、
長
く
地
方
の
名
門
と
し

て
そ
の
榊
威
濃
く
山
陽
の
東
西
に
光
被
し
た
が
、
吉
備
の
圓
が
分
れ
て
前

中
後
の
三
國
と
な
る
や
備
…
前
…
國
に
・
も
備
後
國
に
も
、
そ
れ
み
＼
吉
備
津
彦

の
融
赦
が
分
祀
さ
れ
る
事
と
な
り
、
且
つ
そ
れ
λ
ぴ
＼
の
圏
の
一
富
と
な
り

（IS4）



三
國
を
統
べ
て
其
の
．
騨
威
の
下
に
我
が
國
史
の
進
展
に
多
大
の
寄
與
を
成

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
本
書
は
そ
の
備
前
に
あ
る
一
宮
吉
備
津
古
曲
赦
を

中
心
と
し
、
薩
瀧
家
の
所
有
す
る
文
韓
類
を
蒐
集
し
た
も
の
で
、
中
國
随

一
の
大
耽
を
中
心
と
し
て
の
靴
務
行
政
は
勿
論
、
地
方
の
生
活
昼
鳶
を
窺

ふ
に
足
る
は
勿
論
、
何
分
に
も
】
大
勢
力
で
あ
る
一
つ
の
吉
備
王
閾
の
史

料
で
あ
る
か
ら
、
靖
の
中
央
政
界
に
爾
す
る
史
料
も
極
め
て
多
い
。

　
本
献
立
有
の
も
の
は
交
鐘
一
一
年
の
頑
愚
縁
起
寛
を
初
め
と
し
て
、
百
二

十
一
通
の
文
書
を
牧
め
、
薙
墨
家
の
も
の
と
し
て
は
、
祉
務
大
守
家
文
書

山ハ

?
一
悶
Ｈ
涌
［
、
左
行
古
樹
議
人
｛
寸
一
家
か
く
澱
皇
一
通
、
三
老
和
氣
藁
家
二
又
書
二
会
｝
、
　
一

雨
富
小
山
家
丈
書
十
通
、
雪
囲
窟
漫
井
家
文
書
二
通
、
金
山
寺
文
書
五
通
、

弘
法
寺
三
七
安
養
寺
文
書
水
原
家
書
書
昏
一
通
、
尾
上
村
大
族
歴
則
武
家

交
書
十
四
鰭
を
牧
め
加
ふ
る
に
十
三
葉
の
挿
入
蔵
版
が
あ
る
。

　
本
飛
の
交
書
で
は
、
や
は
り
右
翼
と
し
て
挿
入
さ
れ
て
濟
る
吉
田
鮫
右

と
大
内
嚢
隆
と
の
三
道
問
答
書
と
か
、
天
文
十
三
年
七
月
吉
田
鍮
右
自
筆

の
懇
卜
次
第
と
か
、
天
文
二
十
二
年
入
月
の
足
利
義
藤
の
一
臼
も
早
く
入

洛
せ
し
め
ば
、
代
官
餓
右
を
以
て
手
控
す
べ
し
と
て
伊
勢
大
酔
霞
に
立
願

し
た
願
丈
の
如
き
は
、
中
國
筋
に
饗
す
る
吉
田
瀞
道
の
勢
力
増
進
を
見
る

に
足
る
べ
く
、
働
藤
雍
．
緯
…
巷
の
一
雀
は
、
さ
う
ま
で
古
い
資
料
で
は
な
い

け
れ
ど
も
、
折
時
日
瀧
の
特
殊
紳
寓
が
大
に
四
駅
さ
れ
て
屠
る
際
と
て
、

其
方
而
研
究
者
へ
の
ア
ト
ラ
ク
ト
で
あ
ら
う
。
斌
務
大
守
家
突
響
の
中
に

口
足
利
義
詮
・
足
利
持
氏
以
下
舞
扇
諸
侯
の
感
状
が
あ
る
が
、
吉
備
津
の

敷
砂
が
又
｝
葡
に
於
て
、
一
か
ど
の
武
將
と
し
て
の
勢
力
を
有
し
た
も
の

で
あ
る
事
を
陪
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
交
野
元
年
五
月
一
日
の
吉
田
象
右

紹

介

が
關
白
一
條
象
艮
に
黒
道
の
秘
黙
を
授
け
た
傳
授
欣
の
如
き
は
嚢
中
の
珍

で
あ
る
。

　
君
臨
瀧
及
び
各
碧
胱
家
等
が
大
抵
十
二
黙
宛
所
有
す
る
吉
備
津
祉
の
緻

起
の
中
に
は
、
荒
唐
な
物
語
も
な
い
で
は
な
い
け
れ
ど
も
．
其
中
か
ら
地

方
人
士
の
奮
い
信
仰
の
悌
を
求
む
る
事
が
出
馬
よ
う
。

　
か
う
し
た
文
書
が
、
上
梓
さ
れ
る
事
は
學
界
の
た
め
に
最
も
慶
賀
．
す
べ

き
事
で
あ
る
と
共
に
、
既
の
多
数
の
史
料
を
整
理
印
画
さ
れ
た
廣
野
三
郎

現
の
勢
力
を
多
と
し
．
叉
出
版
の
援
助
を
惜
ま
れ
な
か
っ
た
黒
正
巌
博
士

の
義
暴
に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
一
般
に
公
刊
し
て
學
界
人

の
手
に
す
る
事
を
容
易
な
ら
し
め
な
か
っ
た
寓
に
遺
憾
の
念
を
蓑
す
る
。

（
岡
山
、
御
津
郡
一
寓
村
、
吉
備
津
彦
紳
就
私
行
、
非
費
晶
）
（
中
村
）
。

○
阿
薗
陀
風
説
書
の
研
究

玉
本
古
文
化
研
究
所
報
告
　
第
三

板
　
澤
武
　
雄
著

　
阿
薄
墨
風
説
書
と
ほ
徳
川
時
代
長
崎
に
入
港
す
る
オ
ラ
ン
ダ
癬
…
が
毎
圃

幕
府
に
呈
上
し
た
海
外
情
報
で
あ
る
。
蓋
し
徳
川
幕
府
ほ
吉
利
支
丹
禁
止

の
必
要
か
ら
途
に
世
界
史
上
他
に
殆
ん
ど
そ
の
類
を
知
ら
ぬ
ほ
ど
に
賓
格

な
る
鎮
國
を
断
行
す
る
に
釜
つ
た
が
、
貴
は
そ
の
目
的
を
徹
底
せ
し
め
る

爲
に
も
海
外
に
於
け
る
彼
等
の
動
離
は
之
を
知
る
必
要
が
あ
っ
た
Q
こ
の

口
的
の
爲
に
利
用
せ
ら
れ
た
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
中
唯
猫
入
歯
を
許
さ

れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
長
崎
に
入
港
す
る
毎
・
に
そ
の
地
の

奉
行
を
通
じ
て
キ
リ
ス
ト
教
軍
民
、
就
中
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
ス
パ
ニ
ア
爾
國

第
二
十
二
巻
　
第
三
號
　
　
　
六
二
一
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